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鹿屋

吾平

鹿屋

串良

「
ば
ら
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
参
加
者
を
募
集

　

「
か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０ 

９
春
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
ば
ら
を
含
む
花
壇
や
鉢

を
対
象
と
し
た
「
ば
ら
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

○
花
壇
＝
「
個
人
」「
団
体
（
学

校
・
地
域
・
職
場
な
ど
）」

の
２
部
門

○
鉢
＝
「
プ
リ
ン
セ
ス
か
の
や

部
門
」「
ば
ら
一
般
部
門
（
プ

リ
ン
セ
ス
か
の
や
以
外
）」

の
２
部
門

●
応
募
資
格

○
花
壇
は
市
内
限
定
で
す
。

○
管
理
委
託
し
て
い
る
花
壇
は

対
象
外
で
す
。

○
鉢
は
各
部
門
１
人
３
鉢
ま
で

で
す
。

●
応
募
方
法
＝
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
＝
４
月
１
日（
水
）

～
24
日
（
金
）

●
審
査
日
＝
５
月
９
日
（
土
）

※
開
花
の
早
い
品
種
（
モ
ッ
コ

ウ
ば
ら
等
）
を
植
栽
し
て
い

る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
表
彰
式
＝
５
月
17
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

☎
０
９
９
４-

41-

８
７
１
８

「
多
文
化
体
験
サ
ロ
ン 

ガ
ー

ナ
編
」
の
参
加
者
を
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
者

が
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
の

文
化
や
料
理
を
紹
介
す
る
「
多

文
化
体
験
サ
ロ
ン 

ガ
ー
ナ
編
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

　

１
回
目
＝
４
月
22
日
（
水
）

　

２
回
目
＝
４
月
26
日
（
日
）

※
１
・
２
回
目
の
内
容
は
同
じ

で
す
。

●
時
間
＝
11
時
～
13
時

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
＝
５
０
０
円

●
定
員
＝
各
30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

　

１
回
目
＝
４
月
17
日
（
金
）

　

２
回
目
＝
４
月
21
日
（
火
）

※
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　

５
～
30
人
の
団
体
で
お
申
込

み
い
た
だ
け
ば
、
ご
希
望
の

日
程
で「
世
界
の
料
理
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

募
集
・
申
請

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

45-

３
２
８
８

FAX
０
９
９
４-

45-

３
２
５
８

Ｅ
メ
ー
ル

kapic111

　

    @
po3.synapse.ne.jp

「
３
泊
４
日
春
の
英
語
ス

ク
ー
ル
」
参
加
者
を
募
集

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
交
流
し
な
が
ら
英

語
を
学
ぶ
「
３
泊
４
日
春
の
英

語
ス
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
程
＝
３
月
31
日
（
火
）
～

４
月
３
日
（
金
）

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
＝
中
・
高
校
生

●
参
加
費
＝
２
６
，
０
０
０
円

●
定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
又
は
Ｅ
メ 

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
３
月
27
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｕ
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム

☎
０
９
０-

９
４
７
８-

２
７
４
０

Ｅ
メ
ー
ル

yrks6001@
ybb.ne.jp

２月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区 めす 164 300,250 824,000 112,000 260
去勢 181 390,486 602,000 81,000 296

吾平地区 めす 47 318,936 673,000 146,000 262
去勢 63 416,365 649,000 191,000 303

串良地区 めす 226 294,150 541,000 93,000 253
去勢 201 400,821 596,000 94,000 285

輝北地区
めす 74 348,027 906,000 116,000 268
去勢 106 419,151 668,000 254,000 295

山宮神社春祭りで伝統文化を堪能

　２月15日、串良町細山田の山宮神社で春祭りが開催され
ました。
　400 年以上の歴史を持つ山宮神社春祭りに奉納される芸
能は、「正月踊り、かぎ引き、田打ち」からなっており、県
の無形民俗文化財にも指定されています。当日は、神事の
あと堂園、馬掛、生栗須棒踊り保存会の「正月踊り（棒踊
り）」が奉納されたほか、雌鉤と雄鉤を引き合う「かぎ引き」
では引き分け。また、太郎と次郎に扮する神官が、模型の
牛に木製のワタイモガを引かせユーモラスに田をならす動
きをする「田打ち」も奉納され、詰めかけた多くの見物客が、
力強さあり、笑いありの伝統文化を楽しんでいました。

　２月14日、吾平町の鶴峰地区
で「鶴峰校区ウォークラリー」が
行われました。
　これは、鶴峰小６年生が、小学
生最後の思い出と同級生の強い絆
を築こうと、卒業生の家を歩いて
回るウォークラリーを企画したも
の。当日は、６年生21人が22㎞
の距離を卒業生全員の家を回りな
がら歩き、一人の脱落者もなく完
歩しました。

校区内22㎞を完歩

勇壮な伝統行事「かぎ引き祭り」が開催

　２月15日、上高隈町の中津神社で、豊作と林業の発展を祈念する
「かぎ引き祭り」が開催されました。
　３本勝負のうち２勝したほうが勝利となり、勝った地区にその年の豊
作が約束されると言われている「かぎ引き祭り」は、かぎ状になった雄
木と二股になった雌木の２本の神木を絡ませ、上高隈地区と下高隈地区
に分かれて引き合う勇壮な伝統行事で、約350年以上の歴史を持ち、市
の無形民俗文化財にも指定されています。
　ほら貝や太鼓が鳴り響く中、合図に合わせて、両地区の住民が威勢の
良い掛け声とともに引き合った結果、雌木を持ち込んだ上高隈地区が、
見事２連勝を飾りました。
　また、かぎ引きの前には、棒踊りなどの奉納も行われました。

　２月 21 日、大隅半島全域で「大
隅半島の古墳をめぐる再発見モニ
ターツアー」が開催されました。
　これは、全国でもまれにみる原
型のままの豊かな古墳群が残る大
隅を再発見しようと行われたもの
で、33人が参加。当日は、大隅
半島の古墳や資料館などをバスで
めぐり、参加者は「意外と知らな
かった」などと話し、大隅半島の
歴史の重みを感じていました。

大隅の古墳をめぐる
ツアーが開催
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